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別紙様式            

提   案   書 

 

平成２６年８月２９日  

（あて先） 

 埼玉県教育局教育総務部教育政策課長 

 

                   
 

所 属：吉川市立北谷小学校 

 

職 ・ 氏 名：教諭 井 生 大 輔 
 

連絡先の電話番号：048-982-5158 

 

埼玉県教育委員会教職員提案制度募集要項に基づき、次のとおり提案します。  

タイトル： 心も体も元気に成長する子を育てる～元気カードを活用して～ 

実践事例の要旨：基本的生活習慣として挙げた（①早寝早起き②三色朝食③外遊

び④排便）について習慣化を目指して、保健指導と元気カードの実践を行う。 

実践に至った背景：本校は学校保健目標として「心も体も元気に成長する子」を

かかげて教育活動を行っている。また、保健に関する各種調査において本校の努

力点としては、基本的な生活習慣の確立があげられる。そこで、学校において健

康面や生活面でよりよい生活習慣について理解させるだけでなく、各家庭におい

て子どもの生活習慣の課題を見つけ改善していけるように啓発を行う実践に至

った。 

実践のねらい及び内容： 

ねらい…児童の基本的生活習慣の確立 

内容…①担任による保健指導 

（ⅰ）４つの元気目標について 

（ⅱ）カードの記入の仕方 

（ⅲ）努力目標について、保健指導 

②各家庭に元気カードの通知 

③各家庭で元気カードの実施 

（ⅰ）毎日夜、記入の時は必ず保護者に見てもらう。 

（ⅱ）子どもに任せきりにしない。 

（ⅲ）約１週間実施、なるべく土日を入れる。 

④各家庭で評価 

（ⅰ）評価欄に数値とコメントを入れる 

⑤傾向をつかみ、指導内容を検討 

（ⅰ）学級担任で集計し、養護教諭へ提出する 

（ⅱ）養護教諭が学年・学校全体の傾向をつかむ 

（ⅲ）保健部会で考察をまとめる 

（ⅳ）学校保健委員会にて報告→各家庭へ啓発 

授業参観・懇談会にて報告→各家庭の健康課題を理解してもらい、

夏季休業等の生活習慣へ継続させる。 
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⑥次会の元気カードの実施  

以上の流れを５月、夏休み、１０月、冬休みの年間４回行う。 

 

実践の成果や効果： 

 個々の家庭において実践することにより、睡眠時間や三色朝食、運動について

意識する姿が見られた。特に家庭においては三食朝食について積極的に取り組む

傾向が見られた。また児童においては、睡眠や運動について積極的に取り組む傾

向が見られた。 

実践期間：２３～２６年 ５月 夏休み １０月 冬休み 

実践事例のセールスポイント： 

学校と家庭が協力して児童の基本的生活習慣の確立を目指す取組であるという

こと。また、学校からのはたらきかけにより、家庭へ啓発を行うことができるこ

と。 

＜実践事例を他校でも活用できる方策等＞ 

＊他校で導入する際のポイント： 

元気カードについて、しっかりと家庭へ理解を求めること（実践の理由など） 

＊失敗しないための秘訣： 

内容項目を精選すること 

＊こうすれば自校よりも高い効果が得られるという方策： 

毎月行い、各々の児童の基本的生活習慣の確立の伸びを見られるようにグラフ化

や個票化をして配布する。 

＊その他： 

公的支援（予算措置や教職員の加配等）への要望 実践元の所属長確認 

動画や写真の使用許可 

※ Ａ４判縦の用紙に横書き３枚以内で提出してください。 
※ 資料（印刷物、動画や写真のＤＶＤ）を添付していただいても構いません。 
  ◎ 印刷物による資料は規定枚数には含みません。 
  ◎ 資料提出に当たっては著作権や肖像権等に御注意ください。 
※ 実践を行った学校名等が公開される可能性があります。予め、実践元の所属長に  
 提案内容について御確認ください。 
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